
 

 

 

 

 

                  

 

 

◆日   程 

７月１２日（土） 13：00～17：20総会記念シンポジウム・特別講演（会場参加とオンライン参加の開催） 

７月１３日（日） 9：30～12：30分科会（リモート開催） 

◆会   場 京都府民総合交流プラザ 京都テルサ東館                              

◆申込み締切 6月 23日（月） 

 

 ◆申込み締切  ６月７日（月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                    

 

 

「一人ひとりが輝き、共生する職場づくりをどう進めるか」   

 

[開催趣旨] 

昨年（2024年）の総会記念シンポジウムでは、「生協･協同組合における人づくり－若者

に協同の価値をどう伝え、魅力ある職場をどう作るか」をテーマに、とくに現代の若者に

焦点をあてて、協同を学ぶインターンシップ、定着に向けた人材育成や事業における働き

方の問題を取り上げました。 

 そこで今回は、昨年の議論も踏まえながら、ダイバーシティ（多様性）やインクルージ

ョン（包括・受容）が求められる時代のなかで、多様な人たちが「共生する場」としての

生協における職場づくりについて考えます。ここで「共生する場」とは、多彩な人たちが、

お互いを認め合い・補い合い、経営理念を共有し、経営理念と日常業務とが結びついてい

る場として捉えます。 

シンポジウムでは、多様な働き方や人間尊重などを柱とする「人づくり中期方針」の実

践や理念の浸透、女性活躍推進プログラムや健康で働き続けられる職場づくりに取り組む

二つの生協と、防災対策や子ども食堂、能登復興支援などを通じた人材育成をめざしなが

ら、京都府産九条ねぎの生産・販売を展開する株式会社を取り上げます。 

 また、本年は 2012年に続いて国連が定める国際協同組合年であることから、アイデンテ

ィティをテーマとした特別講演を開催するとともに、協同労働・労協研究会からの報告と、

この間継続している生協の商品・取引先に関する二つの分科会を設定します。多くの方々

のご参加をお待ちしています。 

北川太一（摂南大学：本研究所運営委員長） 

 

 

 

 

 

 

 

主催：くらしと協同の研究所 
〒604－0857 京都市中京区烏丸通二条上ル蒔絵屋町 258 コープ御所南ビル 4Ｆ 

ＴＥＬ:０７５-２５６-３３３５ ＦＡＸ:０７５-２１１-５０３７  

Ｅ-mail : kki@kurashitokyodo.jp 

 

くらしと協同の研究所 

2025年総会記念シンポジウムのご案内 

本案内  

「2025 国際協同組合年事業」 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

くらしと協同の研究所は、個人会員と団体会員によって構成されており、常時会員を募集して

おります。詳細については、以下の QRコード・URLに記載しておりますので、ぜひご関心をお

持ちの方にお声掛け下さい。 

   
入会のご案内：http://www.kurashitokyodo.jp/entry/ 

●会員になると、以下のご案内・活動情報等をお送りさせて頂きます。 

・季刊『くらしと協同』（年 4回発刊）が届けられます。 

・当研究所主催のシンポジウムやセミナー等の報告冊子等が届けられます。 

・当研究所および各研究会の発行物のご案内が届けられます。 

・公開の研究企画、講演会等がご案内されます。 

   ・総会に参加し、研究所の活動や運営について発言・提案や自主研究会の開設を行うことができます。 

〇開会あいさつ   13：00～13：10 

○総会記念シンポジウム  13：10～16：20 

 

１．コーディネーター解題  13:10～13：30 

細川 孝 氏（龍谷大学：本研究所企画委員） 

 

２．実践報告    13：30～15：00 

報告 1 「理念が浸透し、多様な人が活躍する職場を目指して－人づくり方針と実践-」    

黒田 直義 氏（生活協同組合コープこうべ 執行役員 人事・総務統轄 統轄本部長）  

 

報告 2 「誰もが健康で働き続けられる職場づくり 

－ワークライフバランスからワークインバランスへ－」                

久木 由人 氏（福井県民生活協同組合 管理部・DX推進部 部長）     

 

報告 3 「地域への貢献を通じて、人を育て組織をつくる」 

宮川 光太郎 氏（こと京都株式会社/こと京野菜株式会社 番頭執行役員）                                 

                          

３．コメント＆全体討論  15：10～16：20 

   コメンテーター  

山野 薫 氏（京都橘大学：本研究所理事） 

木下 和紗 氏（摂南大学：本研究所研究員） 

 

○2025国際協同組合年・特別講演 16：20～17：10 

テーマ「協同組合アイデンティティ原則の改定をめぐって 

－生協の実践にどう結びつけるか」 

比嘉 政浩 氏（日本協同組合連携機構（JCA）代表理事専務）  

 

※第 33回総会    17：40～18：10 

 

くらしと協同の研究所への入会のご案内 

 

７月 12日(土) 13:00～17:20シンポジウム：京都テルサ東館２Fセミナー室 

 

大会議室 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1分科会 「労働者協同組合法制化後の協同労働・労協の展開 

       ～地域のニーズをどのように事業として自分たちで解決するか～」 

 

労働者協同組合法の制定を契機とし、「協同労働（自ら出資し、意見を出し合い、事業をおこなう働き方）」が改め

て着目されると同時に、持続可能な地域社会や経済を実現するための担い手として労働者協同組合への期待も高ま

っています。私たち「協同労働・労協研究会」は、法制化後に新たに誕生した労働者協同組合や、労働者協同組合の

設立支援をおこなう自治体、地域づくりにつながる協同労働のネットワークを築こうとしている労働者協同組合な

どへの調査を通じ、協同労働や労働者協同組合のリアルなあり様や魅力、課題などについて検討してきました。 

本分科会は、研究会の中間報告として位置づけ、協同労働という働き方や労働者協同組合の取組みの意義や可能

性、そして地域経済や社会へのインパクトについて議論します。 

 

コーディネーター 下門 直人 氏（京都橘大学：本研究所理事） 

報告 1：「労働者協同組合における協同性～組合員の関係性と経営参加の保障～」 

鈴木 力 氏（岐阜大学：本研究所研究員） 

報告 2：「協同労働・労協における経済性と社会性の両立 

：中小企業・アントレプレナーシップ研究を手がかりとして」 

木下 和紗 氏（摂南大学：本研究所研究員） 

報告 3：「こども編集部の設立とこれまでの取り組み」 

金井 智美 氏（労働者協同組合こども編集部 代表理事） 

報告へのコメント 

高橋 弘幸 氏（労働者協同組合ワーカーズコープ・センター事業団 関西事業本部） 

 上村 俊雄 氏（労働者協同組合ワーカーズコープ・センター事業団 但馬地域福祉事業所） 

第 2分科会 「地域の生産者・企業と、ともに歩むために」－地域における生協の可能性－ 

 

昨年は、生協と地域の生産者・企業の密接な連携に基づく商品を取り上げ、その意義や効果を考えることをテー

マにした分科会を開催し、多くの参加者から評価をいただきました。 

その後の世界と日本の情勢を見てみると、小売業界では大手コンビニチェーンの外資買収が話題となり、日本で

30年ぶりに進むインフレは、消費者の日々のくらしへの関心をいっそう高めています。グローバルかつ価格面でも

競争の厳しさが高まる中、地域で事業を営む生協として、地域の生産者・企業と連携し、これを支えることも生協

に期待されている役割であるように思われます。 

本分科会は昨年に引き続き、地域生協が地域の生産者・企業との連携を通じて調達・開発した商品を事例にしな

がら、各地域の生協と生産者・企業双方にとって、こうした取組の持つ意義を考え、地域における生協の可能性と

いう論点について議論していきます。 

 

コーディネーター 加賀美 太記 氏（阪南大学：本研究所常任理事） 

報告 1：樽󠄀井 雅美 氏（社会福祉法人 青葉仁会サスティナブル事業部室長） 

盛口 篤 氏（市民生活協同組合ならコープ 代表理事 常任理事）   

報告 2：山崎 太志 氏（明神水産株式会社 経営企画本部副部長 第一営業部部長） 

佐竹 一夫 氏（こうち生活協同組合 理事長） 

報告 3：倉村 文信 氏（株式会社ジェイエイフーズみやざき 業務部営業担当部長） 

平島 俊一郎 氏（生活協同組合コープみやざき 商品本部本部長 常勤理事） 

７月 13日（日） 9:30～12:30 分科会：リモート開催 

 



【参加形態】 

（１）1日目 (7/12)は会場とリモートのハイブリッド開催です。どちらでご参加されるかをご

選択ください。２日目 (7/13)はリモート参加のみですが、会場での参加を希望される場合

は本研究所へ直接御連絡下さい。 

（２）参加申し込みは以下の①②③のいずれかでお願いします。      

①下記ＵＲＬもしくは右記のＱＲコードよりお申込みください。                                     
 

フォームメーラーURL https://business.form-mailer.jp/fms/ce5d858a284559 

 

②くらしと協同の研究所ＨＰから当シンポジウム案内と word申込書フォームをダウンロー

ドして必要事項を入力のうえ申込書を下記アドレスに送信してください。 

HP URL：http://www.kurashitokyodo.JP 

E-mail：kki@kurashitokyodo.jp              

③上記①②の申し込みが難しい方は、当研究所にお電話にて申し込みください。 

      TEL：075-256-3335   

（３）申込み締め切り  6月 23日（月）必着 

※１.リモート参加のみなさまへはご入金確認後、開催日が近づきましたら「参加用ＵＲＬ」と 

「資料ダウンロード用ＵＲＬ」をメールにてお送りいたします。 

※２.１日目（7/12）会場参加のみなさまへの資料は会場にてお渡しいたします。 

【参加費】  

※参加日数に関わらず一律・前払いです。 

6月 30日(月)までにお振込みをお願い 

いたします。 

振込先・郵便振替 普通・口座番号０１０１０－５－８０６３７ 

・京都銀行府庁前支店（店番122）普通・口座番号８２８７０９ 

・口座名義 くらしと協同の研究所 事務局長 高木 英孝 

 

※今回、宿泊の斡旋は行っておりませんので各自でご予約願います。悪しからずご了承願います。 

【会場】京都テルサ 京都府民総合交流プラザ 

〒601-80417 

京都市南区東九条下殿田町70番地（新町通九条下ル） 

電話：075-692-3400 

https://www.kyoto-terrsa.or.jp 

アクセス方法 

●ＪＲ京都駅(八条口西口)より南へ徒歩約15分 

●近鉄東寺駅より東へ徒歩約5分 

●地下鉄九条駅4番出口より西へ徒歩約5分 

●市バス九条車庫南へすぐ 

（有料駐車場が地下に180台ございます。） 

区  分 参 加 費 

会員（個人・団体） 1,500円 

非 会 員 2,000円 

会場地図・アクセス 

 

 

QRコード 

ご参加にあたって

https://business.form-mailer.jp/fms/ce5d858a284559
http://www.kurashitokyodo.jp/

